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業績予想との差異に関するお知らせ 

 

平成 25 年５月 13 日に公表した平成 26 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値に差異が生じましたので

下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

１．平成 26 年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績値との差異（平成 25 年４月１日～平成 25 年９月 30 日） 

(１) 連結業績 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

7,100

百万円

260

百万円

267

百万円 

166 

円 銭

29.68

第２四半期実績値（Ｂ） 6,820 257 362 215 38.47

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △279 △2 95 49 

増  減  率 （  ％  ） △3.9 △1.1 35.7 29.6 

(ご参考)前期第２四半期実績

(平成25年３月期第２四半期) 
7,028 375 310 183 32.76

 

(２) 個別業績 

 売 上 高 経 常 利 益 四半期純利益
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円

6,800

百万円

257

百万円

154

円 銭 

27.53 

第２四半期実績値（Ｂ） 6,528 347 206 36.86 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） △271 90 52  

増  減  率 （  ％  ） △4.0 35.3 33.8  

(ご参考)前期第２四半期実績

(平成25年３月期第２四半期) 
6,747 288 173 31.10 

 

 



２．差異が生じた理由 

(１) 連結業績 

主に、個別業績の差異理由によるものであります。 

 

(２) 個別業績 

当第２四半期累計期間の売上高の進捗状況は、企業納入業者向け卸においては、ニット製品を主軸としたクール

ビズユニフォームの積極的な提案と別注ユニフォームの新規獲得を推進しましたが、一部の夏物衣料に在庫切れ

が発生したこともあり、売上高は全般的に苦戦を強いられました。また、ワークショップ・ホームセンター向け

卸においては、安全スニーカー等一部商品は前年同四半期を上回ったものの、天候不順の影響による雨具関連商

品の販売減に加え、夏物衣料及び熱中症対策グッズ等の落ち込みもあり、売上高は前年同四半期並みとなりまし

た。この結果、当第２四半期累計期間の売上高は 6,528 百万円（予想比 4.0％減）にとどまりました。 

当第２四半期累計期間の営業利益の進捗状況は、若干のマイナスとなっておりますが、ほぼ計画通りで推移して

おります。 

また、当第２四半期累計期間の経常利益及び四半期純利益の進捗状況は、主に下記 ３．(２)の営業外収益の計

上により差異が生じました。 

 

３．営業外収益の計上 

(１) 連結業績 

主に個別業績と同様の理由から、デリバティブ評価益 45 百万円及び為替差益（デリバティブの実現益等）50 百

万円等を営業外収益に計上しました。 

(２) 個別業績 

当社は、直接輸入の為替リスクをヘッジする目的でデリバティブ取引を行っておりますが、前会計年度末に比べ

当第２四半期累計期間末が円安に移行したことにより発生したデリバティブ評価益 45 百万円及び為替差益（デリ

バティブの実現益等）52 百万円等を営業外収益に計上しました。 

 

４．通期業績及び配当予想について 

平成 26 年３月期通期業績予想については、第２四半期末以降の経済動向及び為替動向等が業績に与える影響が

依然として不透明であるため、連結・個別ともに当初予想を据え置いております。また、配当予想についても変

更はありません。 

なお、今後の業績の推移に応じて、修正する必要が生じた場合には、速やかに公表いたします。 

 

以 上 

 


